
　

　

　今年度の最初の青空教室は７月５日(土)に環境学習
(リ・グラスアート)を開催しました。
熊本県環境センターの環境指導員から、ごみの廃棄は
どのように行われているのか「ゴミの再生利用について」パワー
ポイントを使って講話を受けました。
　次に、子供たちは、環境指導員から、「カレットを使用
したリ・グラスアートづくり」の説明を受け、製作に取り掛かり
ました。
　今年で３回目になる「リ・グラスアートづくり」は、半数近くが
経験者でしたので、経験者が初めて製作する子供に教えていました。
　環境指導員の方からも「いつも轟公民館の子供たちが一生懸命に製作するので、ぜひ、来年も来たい
です。後片付けも手伝ってもらい助かりました」とお褒めの言葉をいただきました。
　子供たちからは「今年は難しい絵を選んだけど、うまくできた」「またやってみたい」「作品は部屋に飾り
たい」などの感想が聞かれました。

　第２回青空教室は、７月３１日(木)に熊本博物館を見学しました。
　１階の「熊本の歴史と文化の由来をさぐる」では熊本の歴史や文化に関する展示が豊富で、特
に参勤交代のために造られた船、細川家舟屋型「波奈之丸」が子供たちの目を引きました。
　２階の「熊本の自然にひそむ魅力と不思議に気づく」では熊本の大地の生い立ちや生きものに
ついて展示してありました。郷土の工芸品や民俗資料を通して、熊本の暮らしや伝統にも触れる
ことができました。
　特に大型のステゴドン『コウガゾウ』の全身
骨格の展示ではみんな大きさに見入っていまし
た。
　次にプラネタリウム。ドーム型のスクリー
ンに映し出される星空は非常に美しく、子供た
ちは目を輝かせながら星座や宇宙の話に耳を傾
けていました。
　今回は特に名探偵コナンの「灼熱の銀河鉄道
(ギャラクシーレイルロード)」と題しての放映
もあったので子供たちは喜んで見ていました。
　今回の熊本博物館見学は、熊本の歴史と自然
科学の両面から学び、また、星の誕生や宇宙の広がりについての映像は、子供たちの好奇心
を刺激し、宇宙への関心を高めるきっかけとなったように感じる貴重な体験でした。
　子供たちからは、「もっと見たかった」「また、来てみたい」「楽しかった」等の感想が聞か
れました。
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今年度の最初の成人講座は７月９日(水)に市危機管理課職員の方をお招きして「巨大地震対策
と避難所運営」について講話をしていただきました。
最初に昨年１月に発生した能登半島地震について、救援派遣の体験をパワーポイントを使って

講話がありました。内容としては大地震後の復興はなかなか進まなく避難生活が長くなるので、
日ごろからの健康管理が大事である等のことでした。
　次に、今後起こりえるだろうと言われている南海トラフ地震について説明がありました。
南海トラフ地震は、前回の地震から８０余年経過しているので、３０年以内８０％の確率でМ

８～９が起こると言われてる。仮に南海トラフ地震が起きたとして熊本県内の１０市町村では震
度６弱、宇土市では震度５強、津波は天草で最大４ｍそれ以外では２～３ｍ台が想定されてい
る。轟地区は津波の浸水想定はされていないが、西側、南側は山地で、急傾斜地や土石流・地す
べりの警戒区域となっているので注意する必要がある。
　大雨や台風については気象庁からキキクル
(土砂・浸水・洪水)(危険度分布)という情報を発信し
ているので災害が起こると思ったら利用する。
　また、公民館の避難所運営については避難者の中で
役割分担を決めてコミュニケーションを図るように
するなどの説明がありました。

今後の轟公民館事業計画

「健康ヨガ教室」
を開催いたします。

開催予定日

9月～11月の第1・3金曜日

９月５日・ ９月１９日

１０月３日 ・ １０月１７日

１１月７日 ・ １１月２１日

開催時間

１０時３０分～１２時00分

場所

轟公民館

参加費

無料

第3回青空教室は

「親子マジック」
を開催いたします。

開催予定日

9月20日 土曜日

開催時間

9時00分～12時00分

場所

轟公民館

参加費

無料

第3回成人講座は

「人権」について
を開催いたします。

開催予定日

９月１０日 水曜日

開催時間

19時00分～2０時３0分

題目

「社会教育と地域連携」

講師

㈱ adapt next

代表 熊野 たまみ 様

場所

轟公民館

参加費

無料


